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作業系職種と事務系職種の食物および各種栄養素摂取量の相違
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目的　職業によって栄養素摂取量に違いがあるか検診する。

方法　35歳以上の地域住民28,603人（男13,432人，女15,171人）に対し，過去1年間の平均的な

食物摂取頻度と個人のもっとも長く従事した職業を質問表で調査した。作業系職種，事務系

職種，その他の職種，主婦の間で食物摂取頻度から計算した栄養素摂取量の違いを分析した。

結果　作業系職種はエネルギーを糖質で，事務系職種はたんぱく質，脂質から摂っている割合が

高かった。カルシウム，ビタミンA，ビタミンB2，ビタミンC，ビタミンD，コレステ

ロールは作業系職種が低く，事務系職種が高かった。食品群は作業系職種では穀類，大豆製

品類，事務系職種は肉・肉製品類，牛乳・乳製品類，魚介類，野菜類，果物類が高かった。

考察　職業や身体活動によって食生活に差のあることが示された。また，喫煙習慣で栄養素摂取

量および食品群別摂取量を補正しても職種間に差がみられた。職業別の疾病程度に言及する

場合，健康教育および疾病予防のためには，食生活の差の存在を考慮にいれることが必要で

ある。
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